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17. T. Yamada, Non-thermal Microwave Effect on Catalytic Enantioselective Reactions, 11th International 

Symposium on Organic Reactions (ISOR11), Howard International House, Taipei, R.O.C., November 21, 
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1. 蓮見貴大、金子 新、高橋大介、戸嶋一敦、標的タンパクを選択的に単離・標識化する固相ラベ

ル化法の開発、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャンパス、平成 26 年 3 月 27－30
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2. 村田誠治、増田奏衣、高橋大介、戸嶋一敦、インドールアルカロイド系天然物セロトニンおよび

ハルミンによるタンパクの光分解、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャンパス、平

成 26 年 3 月 27－30 日 

3. 上野晴菜、岩田崇志、小柴望実、高橋大介、戸嶋一敦、神経伝達物質 l-DOPA を選択的に認識す

るボロン酸含有人工低分子レセプターの創製、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャ

ンパス、平成 26 年 3 月 27－30 日 

4. 宮崎友紀恵、西部美幸希、高橋大介、戸嶋一敦、アントラセン-シクロデキストリンハイブリッ

ドによる単糖の選択的光分解、日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャンパス、平成 26

年 3 月 27－30 日 

5. 岩田亮介、宇田寛次郎、高橋大介、戸嶋一敦、有機光酸触媒を用いた光グリコシル化反応の開発、

日本化学会第 94 春季年会、名古屋大学東山キャンパス、平成 26 年 3 月 27－30 日 

6. 木村智哉、関根麻衣子、高橋大介、戸嶋一敦、アルコールの不斉を識別するグリコシル化反応の

開発と配糖体天然物合成への応用、Glyco TOKYO 2013 シンポジウム、成蹊大学 4 号館ホール、

平成 25 年 10 月 19 日 

7. 小柴望実、高橋大介、戸嶋一敦、硫酸化オリゴフコシドの系統的合成と乳癌細胞 MCF-7 に対す

る効果、第 32 回日本糖質学会年会、大阪国際交流センター、平成 25 年 8 月 5－7 日 

8. 岩田亮介、宇田寛次郎、高橋大介、戸嶋一敦、有機光酸触媒を用いた環境調和型光グリコシル化

反応の開発、第 32 回日本糖質学会年会、大阪国際交流センター、平成 25 年 8 月 5－7 日 

9. 戸嶋一敦、グリコシル化反応の新たな可能性と配糖型天然物の全合成、第 32 回日本糖質学会年

会、大阪国際交流センター、平成 25 年 8 月 5－7 日 

10. 上野晴菜、岩田崇志、高橋大介、戸嶋一敦、神経伝達物質 L-DOPA を選択的に認識する人工低分

子レセプターの創製、日本ケミカルバイオロジー学会第 8 回年会、東京医科歯科大学 M&D タワ

ー、平成 25 年 6 月 19－21 日 

11. 蓮見貴大、高橋大介、戸嶋一敦、ピロロキノリンキノンによる DNA 光分解及び A431 細胞に対

する効果、日本ケミカルバイオロジー学会第 8 回年会、東京医科歯科大学 M&D タワー、平成 25

年 6 月 19－21 日 

12. 木村智哉、高橋大介、戸嶋一敦、アルコールの不斉を識別する新規グリコシル化反応の開発、第

103 回有機合成シンポジウム、慶應義塾大学薬学部マルチメディア講堂、平成 25 年 6 月 5－6 日 

13. 戸嶋一敦、アントラキノン－シアル酸ハイブリッドによる薬剤耐性型インフルエンザ・ノイラミ

ニダーゼの光分解と酵素活性阻害、新学術領域研究(研究領域提案型)天然物ケミカルバイオロジ

ー～分子標的と活性制御～第 4 回公開シンポジウム、つくば国際会議場、平成 25 年 5 月 28－29

日 

14. 角 武法、斉藤 毅、夏井敬介、山本崇史、跡部真人、栄長泰明、西山 繁、BDD 電極を用いた陽

極酸化反応による生物活性物質の合成研究、新規素材研究会第 11 回セミナー、横浜、平成 24 年

6 月 8 日 

15. 梶山大地、斉藤 毅、山口智史、西山 繁、超原子価ヨウ素試薬を活用した含窒素化合物の合成研

究、新規素材研究会第 11 回セミナー、横浜、平成 24 年 6 月 8 日 
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16. 井岡秀二、斉藤 毅、岩野 智、牧昌次郎、丹羽治樹、西山 繁、ホタルルシフェリンの構造活性

相関に関する化学的研究、新規素材研究会第 11 回セミナー、横浜、平成 24 年 6 月 8 日。 

17. 矢嶋彩希、河 皓平、斉藤 毅、西山 繁、糖誘導体を活用した不斉炭素構築に関する合成化学的

研究、新規素材研究会第 11 回セミナー、横浜、平成 24 年 6 月 8 日 

18. 角 武法、斉藤 毅、夏井敬介、山本崇史、跡部真人、栄長泰明、西山 繁、BDD 電極を用いたマ

イクロフロー型セルによる生物活性物質の合成研究、第 36 回有機電子移動化学討論会、府中、

平成 24 年 6 月 21－22 日 

19. 梶山大地、斉藤 毅、井上桂輔、山口智史、石川裕一、西山 繁、超原子価ヨウ素試薬を活用した

含窒素化合物の合成研究、第 54 回天然有機化合物討論会、東京、平成 24 年 9 月 18－20 日 

20. 矢嶋彩希、斉藤 毅、西山 繁、糖誘導体を活用した不斉炭素構築法に関する合成化学的研究、

GlycoTOKYO2012 シンポジウム、東京、平成 24 年 11 月 17 日 

21. 河  皓平、斎藤  毅、西山  繁、天然物合成を指向した新規電解グリコシル化反応の開発、 

GlycoTOKYO2012 シンポジウム、東京、平成 24 年 11 月 17 日 

22. 西山 繁、電気エネルギーを活用する環境低負荷型物質生産法の開発、第１回慶應義塾大学戦略

的研究基盤形成支援事業シンポジウム－グリーンイノベーションのための分子ナノテクノロジ

ー−拠点形成－、横浜、平成 24 年 12 月 15 日 

23. 橋本貴美子、松浦正憲、犀川陽子、中田雅也、横紋筋融解を起こす毒きのこニセクロハツの毒成

分について、第 59 回トキシンシンポジウム、北海道帯広市、平成 24 年 8 月 30－31 日 

24. 安達智史、渡辺香菜、小野塚正雄、宮岡良仁、岩田佑介、亀田俊輔、吉田優子、西川知之、井出

光昭、犀川陽子、中田雅也、ラクトナマイシンの全合成、第 54 回天然有機化合物討論会、東京、

平成 24 年 9 月 18－20 日 

25. 大場清美、中田雅也、古賀雄一、野村純宏、TIPPLi を用いたバルビエ型カップリング反応による

C–アリールグリコシド合成法の開発及び Paecilomycin B 全合成への応用、第 30 回メディシナル

ケミストリーシンポジウム、東京、平成 24 年 11 月 28－30 日 

26. 安達智史、三井 亮、犀川陽子、中田雅也、ラクトナマイシン Z の全合成と絶対立体配置の決定、 

27. 日本化学会第 93 春季年会、滋賀県草津市、平成 25 年 3 月 22－25 日 

28. 小山貴之、松田 豊、犀川陽子、中田雅也、海洋天然物ポリマキセノライドのアフリカン−ジヒド

ロフラン縮環系の構築、日本化学会第 93 春季年会、滋賀県草津市、平成 25 年 3 月 22－25 日 

29. 伊藤 卓、加藤 優、犀川陽子、中田雅也、鳥類の卵殻から胚へのカルシウム移動に関する化学的

研究、日本化学会第 93 春季年会、滋賀県草津市、平成 25 年 3 月 22－25 日 

30. 佐藤隆章、小田友紀子、柳田悠太、中村斐有、白兼研史、千田憲孝、不活性アミド基に対する連

続的な求核付加反応、第 101 回有機合成化学シンポジウム、東京、平成 24 年 6 月 6－7 日 

31. 野崎康義、小玉啓祐、山崎裕久、石本 岳、田中雄太、佐藤隆章、千田憲孝、タキソールの合成

研究、第 56 回香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会、鹿児島、平成 24 年 10 月 27－29

日 

32. 深見祐太朗、黒﨑友介、白兼研史、佐藤隆章、千田憲孝、N-メトキシアミンを用いた三成分反応

の開発と応用、日本化学会第 93 春季年会、草津、平成 25 年 3 月 22－25 日 

33. 中山泰彰、関谷瑠璃子、関 結菜、佐藤隆章、千田憲孝、連続的 Overman/Claisen 転位を鍵とした 

(–)-Stemoamide の全合成、日本化学会第 93 春季年会、草津、平成 25 年 3 月 22－25 日 

34. 白兼研史、和田祟正、寄立麻琴、南川 亮、高山展明、佐藤隆章、千田憲孝、Gephyrotoxin の全合

成：N-メトキシアミドの対する官能基選択的な求核付加反応の開発と応用、日本化学会第 93 春
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季年会、草津、平成 25 年 3 月 22－25 日 

35. 柳田悠太、松尾直哉、黒須靖弘、佐藤隆章、千田憲孝、マダンガミン類の合成研究、日本化学会

第 93 春季年会、草津、平成 25 年 3 月 22－25 日 

36. 山田 徹、不斉合成反応におけるマイクロ波効果の実験的検証、第 12 回四国マイクロ波プロセス

研究会、徳島、平成 25 年 10 月 25 日． 

37. 仲澤 亮、黒田章裕、二瓶栄輔、石槫嵩明、鈴木雄一朗、岡野久仁彦、朝倉浩一、粘性液体塗工

において自発的に発生する空間パターンの制御とその光拡散能の解析、日本化学会第 93 春季年

会、草津、平成 25 年 3 月  

38. 道浦千惠、岡野久仁彦、朝倉浩一、回転基板上の液膜から放出される液滴のサイズ分布に対する

基板形状の影響、第 28 回塗料・塗装研究発表会、東京、平成 25 年 3 月 

39. 坂本 嵩、トゥアティマリアンヌ彩香、高尾賢一、只野金一、不斉 Claisen 転位反応を用いた全炭

素不斉四級炭素の構築、第 63 回有機合成化学協会関東支部（理科大）シンポジウム、野田市、

平成 24 年 5 月 

40. 八代浩充、涌井 崇、財部俊正、高尾賢一、只野金一、(–)-テトロドトキシンと 5-デオキシテトロ

ドトキシンの全合成研究、第 101 回有機合成シンポジウム、東京、平成 24 年 6 月 

41. 川北絵里子、八代浩充、涌井 崇、川上裕貴、財部俊正、高尾賢一、只野金一、(–)-テトロドトキ

シンと 5-デオキシテトロドトキシンの合成研究、第 29 回有機合成化学セミナー、静岡市、平成

24 年 9 月 

42. 山岸由佳、永井聡香、清水悠太、高尾賢一、只野金一、GKK1032A 類の合成研究、第 29 回有機

合成化学セミナー、静岡市、平成 24 年 9 月 

43. 栗栖卓也、角田恒平、高尾賢一、只野金一、(+)-ビブサニンＡの全合成研究、第 54 回天然有機化

合物討論会、東京、平成 24 年 9 月 

44. 七宮隆樹、難波あゆみ、高尾賢一、只野金一、クラビラクトン類の全合成研究、第 38 回反応と

合成の進歩シンポジウム、東京、平成 24 年 11 月 

45. 安西 快、佐々木集、西 夏実、宇留賀友輝、高尾賢一、只野金一、Versipelostatin の全合成研究、

第 102 回有機合成シンポジウム、東京、平成 24 年 11 月 

46. 角田恒平、栗栖卓也、高尾賢一、只野金一、Barbier 型アリル化反応を用いたビブサニンＡの全

合成研究、第 64 回有機合成化学協会関東支部（新潟）シンポジウム、長岡市、平成 24 年 12 月 

47. 難波あゆみ、七宮隆樹、高尾賢一、只野金一、クラビラクトンＤの全合成研究、第 64 回有機合

成化学協会関東支部（新潟）シンポジウム、長岡市、平成 24 年 12 月 

48. 小林遼平、花屋賢悟、庄司 満、大場 茂、須貝 威、エラグ酸配糖体，オキカメリアシドの合成、

日本農芸化学会 2013 年度大会、東北大学農学部、仙台、平成 25 年 3 月 25 日 

49. 岡崎隼人、植田裕二、大場 茂、羽田紀康、花屋賢悟、庄司 満、須貝 威、グルカールのβ－選

択的 Ferrier 反応を基盤とする、希少糖類の合成研究、GlycoTokyo2013 シンポジウム、成蹊大学、

東京、平成 25 年 10 月 19 日 

50. 松内佑輔、小林遼平、羽田紀康、花屋賢悟、庄司 満、須貝 威、糖鎖を保護基として活用した、

配糖体を出発原料とする希少フラボノイドの合成研究、GlycoTokyo2013 シンポジウム、成蹊大

学、東京、平成 25 年 10 月 19 日 

51. 樺山成実、福井有香、藤本啓二、有機無機複合化による DNA ナノ粒子の創製と機能化、第 42 回

医用高分子シンポジウム、東京、平成 25 年 7 月 

52. 横手辰郎、福井有香、藤本啓二、組織マテリアル工学に基づく細胞の素材化と表面機能化技術の
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開発、第 42 回医用高分子シンポジウム、東京、平成 25 年 7 月 

53. 阿久津裕哉、福井有香、藤本啓二、コアシェル型ナノ粒子の気液界面での組織化によるコロイド

スポンジの構築、第 61 回高分子討論会、金沢、平成 25 年 9 月 

54. 尾崎ゆりか、福井有香、藤本啓二、微粒子アトリアクターを用いたナノファイバーネットワーク

構造体の創製と機能化、第 61 回高分子討論会、金沢、平成 25 年 9 月 

55. 亀山周平、福井有香、藤本啓二、リポナノカプセルの組織化によるバイオ基材の構築および細胞

足場材料への応用、第 61 回高分子討論会、金沢、平成 25 年 9 月 

56. 紙本恵吏、福井有香、藤本啓二、細胞表層におけるアルブミン-キトサン複合体からなるプラッ

トフォームの構築、第 61 回高分子討論会、金沢、平成 25 年 9 月 

57. 小山皓大、福井有香、藤本啓二、ミニエマルションを用いた多糖ナノ粒子の One-pot 創製、 第

61 回高分子討論会、金沢、平成 25 年 9 月 

58. 斉藤岳志、福井有香、藤本啓二、環境により界面活性能が変化するカメレオン粒子の作製と組織

化による構造体の形成、第 61 回高分子討論会、金沢、平成 25 年 9 月 

59. 酒井大樹、福井有香、藤本啓二、グラフト化タンパク質を用いたナノオブジェクトの構築、 第

61 回高分子討論会、金沢、平成 25 年 9 月 

60. 平川摩弥、福井有香、藤本啓二、光反応性ポリペプチドを用いたリポナノカプセルの創製とカプ

セルウォールの改質、第 61 回高分子討論会、金沢、平成 25 年 9 月 

61. 藤野 香、福井有香、藤本啓二、ミニエマルション重合による金複合化ポリマーナノ粒子の創製、

第 61 回高分子討論会、金沢、平成 25 年 9 月 

62. 武藤 茜、福井有香、藤本啓二、中空ゲル微粒子の膨潤収縮による物質の封入と機能発現の試み、

第 61 回高分子討論会、金沢、平成 25 年 9 月 

63. 樺山成実、福井有香、藤本啓二、有機無機複合化による DNA ナノ粒子の創製と機能化、第 35 回

日本バイオマテリアル学会大会、東京、平成 25 年 11 月 

64. 亀山周平、福井有香、藤本啓二、リポナノカプセルの組織化による細胞足場材料の創製、第 35

回日本バイオマテリアル学会大会、東京、平成 25 年 11 月 

65. 酒井大樹、福井有香、藤本啓二、ポリマーグラフト化によるタンパク質ナノ構造体の構築、第 35

回日本バイオマテリアル学会大会、東京、平成 25 年 11 月 

66. 横手辰郎、福井有香、藤本啓二、粒子膜基板を用いた細胞組織体の形状制御、第 35 回日本バイ

オマテリアル学会大会、東京、平成 25 年 11 月 

67. 藤本啓二、微粒子材料とバイオ・化粧品素材との接点、日本接着学会、微粒子設計セミナー、東

京、平成 26 年 2 月 

68. 山田真史、前田千尋、吉岡直樹、ヒドロキシナフトアルデヒドを含む Schiff 塩基ニトリドクロム

(V)自己組織体の磁気的性質、第 6 回分子科学討論会、東京、平成 24 年 9 月 18－21 日 

69. 山口裕太、前田千尋、吉岡直樹、ベンゾ縮環したインドールニトロニルニトロキシド誘導体の合

成及び磁気特性、第 6 回分子科学討論会、東京、平成 24 年 9 月 18－21 日 

70. 根岸勇太、前田千尋、吉岡直樹、異なるリンカー部位を有するポルフィリン色素の合成と色素増

感太陽電池への応用、第 6 回分子科学討論会、東京、平成 24 年 9 月 18－21 日 

71. 大島愛加、前田千尋、吉岡直樹、安定有機ラジカルを有するジアセチレン誘導体の合成と磁気的

性質、第 6 回分子科学討論会、東京、平成 24 年 9 月 18－21 日 

72. 渡邊 拓、前田千尋、吉岡直樹、アクリジン骨格を有するニトロキシドラジカルの合成と性質、

第 6 回分子科学討論会、東京、平成 24 年 9 月 18－21 日 
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73. 前田千尋、増田 幹、吉岡直樹、カルバゾール有するチアポルフィリン及びオキサポルフィリン

の合成と性質、第 23 回基礎有機化学討論会、京都、平成 24 年 9 月 19－21 日 

74. 田島才雅、前田千尋、吉岡直樹、チアジアゾロ縮環したインドールニトロニルニトロキシドの合

成と固体磁気特性、第 23 回基礎有機化学討論会、京都、平成 24 年 9 月 19－21 日 

75. 大島愛加、前田千尋、吉岡直樹、ニトロニルニトロキシドを導入したジアセチレン誘導体の合成

と磁気的性質、第 21 回有機結晶シンポジウム、横浜、平成 24 年 11 月 8－10 日 

76. 田島才雅、前田千尋、吉岡直樹、チアジアゾロ縮環したインドールニトロニルニトロキシド結晶

における強磁性的スピン整列、第 21 回有機結晶シンポジウム、横浜、平成 24 年 11 月 8-10 日 

77. 多田励起、渡邊 拓、鈴木良太、前田千尋、吉岡直樹、メトキシ基を導入したアクリジン骨格を

有する非局在型ラジカルの合成と性質、日本化学会第 93 春季年会、滋賀、平成 25 年 3 月 22－

25 日 

78. 江村鷹一朗、菅原弘匡、前田千尋、吉岡直樹、インドールニトロニルニトロキシドラジカル誘導

体の結晶構造の温度依存性、日本化学会第 93 春季年会、滋賀、平成 25 年 3 月 22－25 日 

79. 高橋佑典、前田千尋、吉岡直樹、アルコキシ基置換シッフ塩基ニトリドクロム(V)錯体の合成と

性質、日本化学会第 93 春季年会、滋賀、平成 25 年 3 月 22－25 日 

80. 島次拓郎、前田千尋、吉岡直樹、安定有機ラジカルを含むジアセチレン誘導体の結晶構造と性質、

日本化学会第 93 春季年会、滋賀、平成 25 年 3 月 22－25 日 

81. 山口裕太、山崎雄介、前田千尋、吉岡直樹、ベンゾ環拡張したインドールニトロニルニトロキシ

ドラジカルの結晶構造と磁気特性、日本化学会第 93 春季年会、滋賀、平成 25 年 3 月 22－25 日 

82. 田島才雅、前田千尋、吉岡直樹、チアジアゾロ縮環したニトロニルニトロキシドの合成と構造磁

性相関、日本化学会第 93 春季年会、滋賀、平成 25 年 3 月 22－25 日 

83. 渡邊 拓、多田励起、鈴木良太、前田千尋、吉岡直樹、スピロ共役を有するニトロキシドラジカ

ルの合成と性質、日本化学会第 93 春季年会、滋賀、平成 25 年 3 月 22－25 日 

84. 幡野琢也、片山 靖、美浦 隆、アミド系イオン液体中における臭化タンタルおよびニオブの電気

化学的挙動、2013 年電気化学秋季大会、東京、平成 25 年 9 月 27－28 日 

85. 中川嵩士、片山 靖、美浦 隆、リチウムイオンを含むアミド系イオン液体中における酸素還元反

応、第 54 回電池討論会、大阪、平成 25 年 10 月 7－9 日 

86. 関 志朗、芹澤信幸、竹井勝仁、都築誠二、梅林泰宏、片山 靖、美浦 隆、獨古 薫、渡邉正義、

溶媒和イオン液体を用いた界面劣化抑制効果、第 54 回電池討論会、大阪、平成 25 年 10 月 7－9

日 

87. 芹澤信幸、関 志朗、竹井勝仁、宮代 一、片山 靖、渡邉正義、美浦 隆、溶媒和イオン液体中で

の Li-Al 合金化反応過程の EQCM 測定、第 54 回電池討論会、大阪、平成 25 年 10 月 7－9 日 

88. 高松克一、片山 靖、美浦 隆、アミド系イオン液体中における Zn(II)/Zn の電極反応、第 45 回溶

融塩化学討論会、神奈川、平成 25 年 11 月 20－21 日 

89. 田口拓豊、片山 靖、美浦 隆、アミド系イオン液体中における硫化カドミウム電極の光電気化学

的挙動、第 45 回溶融塩化学討論会、神奈川、平成 25 年 11 月 20－21 日 

90. 金刺晃史、片山 靖、美浦 隆、アミド系イオン液体中における電気化学的ニッケルナノ粒子の生

成に対する印加電位の影響、第 4 回イオン液体討論会、神奈川、平成 25 年 11 月 20－21 日 

91. 吉原まみ、片山 靖、美浦 隆、アミド系イオン液体中におけるトリス(1,10-フェナントロリン)鉄

錯体の電極反応、第 4 回イオン液体討論会、神奈川、平成 25 年 11 月 20－21 日 

92. 金澤秀子、山本忠平、坂田和貴、永田佳子、岡野光夫、機能性高分子修飾表面の解析と固相抽出
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カラムへの応用、第 73 回分析化学討論会、函館、平成 25 年 5 月 18－19 日 

93. 坂田和貴、松浦みなみ、綾野絵理、金澤秀子、岡野光夫、アミノ酸誘導体導入ポリマーを利用し

た温度応答性クロマトグラフィーシステムの開発、第 20 回クロマトグラフィーシンポジウム、

神戸、平成 25 年 6 月 5－7 日 

94. 大久保廣平、坂田和貴、山本忠平、金澤秀子、温度応答性高分子修飾充填剤の固相抽出カラムへ

の応用、第 20 回クロマトグラフィーシンポジウム、神戸、平成 25 年 6 月 5－7 日 

95. 金澤秀子、綾野絵理、堀内秀眞、岡野光夫、温度応答性高分子修飾リポソームの表面物性と細胞

取り込みへの影響、第 29 回日本 DDS 学会学術集会、京都、平成 25 年 7 月 4－5 日 

96. 阿南ゆりえ、星野由依、永田佳子、金澤秀子、超高速 HPLC を用いた降圧剤配合錠成分の溶出お

よび安定性の検討、第 26 回バイオメディカル分析科学シンポジウム、東京、 平成 25 年 8 月 2

－3 日 

97. 蛭田勇樹、松浦みなみ、前川祐太朗、鈴木優一、舟津孝明、岡野光夫、金澤秀子、病態細胞の可

視化を目指した温度応答性蛍光ポリマープローブの開発、日本分析化学会第 62 年会、大阪、平

成 25 年 9 月 10－12 日 

98. 鈴木優一、舟津孝明、松浦みなみ、蛭田勇樹、金澤秀子、生体可視化蛍光プローブへの適用を目

指した環境応答型高分子の特性評価、日本分析化学会第 62 年会、大阪、平成 25 年 9 月 10－12

日 

99. 石川 謙、柄本佳弘、永田佳子、金澤秀子、DPP-4 阻害薬を含む経口糖尿病薬の LC/MS による一

斉分、第 57 回日本薬学会関東支部大会、東京、平成 25 年 10 月 26 日 

100. 前川祐太朗、松浦みなみ、 舟津孝明、鈴木優一、蛭田勇樹、金澤秀子、アミノ酸誘導体を用い

た細胞膜親和性環境応答性蛍光高分子の開発、第 57 回日本薬学会関東支部大会、東京、平成 25

年 10 月 26 日 

101. 鈴木優一、舟津孝明、松浦みなみ、前川祐太朗、蛭田勇樹、金澤秀子、環境応答型高分子の特性

を用いた生体可視化蛍光プローブの設計、第 57 回日本薬学会関東支部大会、東京、平成 25 年

10 月 26 日 

102. 舟津孝明、前川祐太朗、蛭田勇樹、金澤秀子、がん細胞イメージングを目指した pH・温度応答

性ポリマーの開発、第 57 回日本薬学会関東支部大会、東京、平成 25 年 10 月 26 日 

103. 内海光貴、綾野絵理、金澤秀子、岡野光夫、温度による皮膚透過制御を目指した機能性高分子修

飾リポソームの開発、第 57 回日本薬学会関東支部大会、東京、平成 25 年 10 月 26 日 

104. 坂田和貴、松浦みなみ、綾野絵理、金澤秀子、岡野光夫、芳香族アミノ酸誘導体を導入した機能

性高分子による温度応答性クロマトグラフィーの開発、第 24 回クロマトグラフィー科学会議、

東京、平成 25 年 11 月 11－13 日 

105. 大久保廣平、坂田和貴、山本忠平、金澤秀子、荷電基を導入した温度応答性高分子を用いた固相

抽出カラムの開発、第 24 回クロマトグラフィー科学会議、東京、平成 25 年 11 月 11－13 日 

106. 永田佳子、山田有紗、金澤秀子、超高速 LC を用いた医薬品中微量類縁物質の高感度分析. 第 24

回クロマトグラフィー科学会議、東京、平成 25 年 11 月 11－13 日 

107. 坂田和貴、松浦みなみ、綾野絵理、金澤秀子、岡野光夫、アミノ酸誘導体高分子修飾充填剤を用

いた分子認識型温度応答性クロマトグラフィー、「新アミノ酸分析研究会」第三回学術講演会、

東京、平成 25 年 12 月 2 日 

108. 宮村知良、羽田紀康、大塚 功、木内文之、海綿 Spheciospongia vesparia 由来糖脂質の合成、第

32 回日本糖質学会年会、大阪、平成 25 年 8 月 
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109. 梅田悠奈、羽田紀康、木内文之、山野公明、無脊椎動物由来糖脂質の合成研究(54)ブタ回虫 Ascaris 

suum 由来非還元末端側糖鎖の合成(8)、日本薬学会第 134 年会、平成 26 年 3 月 

110. 奥村 謙、羽田紀康、木内文之、無脊椎動物由来糖脂質の合成研究(55)海綿由来の糖脂質、日本薬

学会第 134 年会、平成 26 年 3 月 

111. 靜間 悠、羽田紀康、北村彩夏、木内文之、マンソン住血吸虫 Schistosoma mansoni 由来糖タンパ

ク質糖鎖の合成研究(4)、日本薬学会第 134 年会、平成 26 年 3 月 

112. 増田一樹、羽田紀康、木内文之、山野公明、エキノコックス Echinococcus granulosus 由来糖タン

パク質の糖鎖部分に関する合成研究(2)、日本薬学会第 134 年会、2014/3 

113. 金谷貴行、羽田紀康、渡邊敏子、マボヤ Halocynthia roretzi 由来新規糖脂質の合成研究、日本薬

学会第 134 年会、平成 26 年 3 月 

 

 

Patents 

1. 戸嶋一敦、高橋大介、小柴望実、「抗腫瘍活性を有する硫酸化オリゴフコシド類」、特願 2013-150907、

平成 25 年 7 月 19 日 

2. 西山 繁, 斉藤 毅, 牧昌次郎, 丹羽治樹、「ルシフェラーゼの発光基質」、特願 2011-182224、平成

24 年 8 月 24 日. 

3. 石田智信、菊地 哲、坪 龍志、山田 徹、「複素環化合物の製造方法」、特願 2013-105764、平成 25

年 5 月 20 日 

4. 三友裕之、倉田達樹、太田資良、酒井 翔、朝倉浩一、志澤一之、菅原英夫、「回転霧化式静電塗

装装置のベルカップ」、特願 2012-219084 

5. 只野金一、高尾賢一、奥江雅之、鷲見信二郎、味戸慶一、「糖テンプレートを用いたカルバペネ
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